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令和２年（２０２０年）１２月１０日  

令和元年度（２０１９年度）野生鳥獣による農作物被害調査結果について 

１ 調査方法 

本調査は、「鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する
法律（平成19年法律第134号）」に基づき、国の調査依頼を受けて実施。 
各市町村が、被害を受けた作物の被害額や鳥獣の種類等について、農業共済組合へ

の照会や被害農家からの報告、ＪＡ等の関係団体への聞き取り等により調査した結果
を、県が取りまとめて国に報告するもの。 

２ 調査結果の概要 

○本県の令和元年度における野生鳥獣による農作物被害額は、前年度より８千９百万
円増加（前年度比+２０％）し、５億３千万円となっている。平成２２年度をピーク
に、被害額は減少傾向にあるが、平成２７年度以降初めて増加し、依然高い水準で

推移している。 
○鳥獣種別被害額では、イノシシによる被害が全体の４１％を占めており、次いでカ
モが２０％、ヒヨドリが１２％となっている。前年度より、イノシシ、カラス、シ

カの被害額は減少したが、カモ、ヒヨドリ、サルは増加している。 
○作物別被害額では、野菜が４７％で最も高く、次いで果樹が２３％、米が１９％と
なっている。  

○「えづけＳＴＯＰ！」を基本とした集落ぐるみでの取り組みの拡大や侵入防止柵の
設置、捕獲により、イノシシやシカの被害は減少傾向にある。一方で、取り組みが
難しいカモ等の鳥類やサル等中型獣類による被害が一部の地域で大きくなってい
る。 

○地域別の被害は、上益城地域（前年度比▲２１％）、球磨地域（▲１３％）、菊池地
域（▲８％）等で減少し、八代地域（+７８％）、阿蘇地域（+２９％）、玉名地域（+

１８％）等で増加した。これを鳥獣種別にみると、上益城・球磨地域ではイノシシ、
菊池地域ではシカ、サル、タヌキによる被害額が減少している。一方で、八代地域
ではカモ、ヒヨドリ、阿蘇地域ではイノシシ、サル、玉名地域ではヒヨドリによる
被害額が増加している。 
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被害額の推移 
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